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印西大師 第30番 木下・上町観音堂  

 
１ 名称 (No.030)〔手引鏡：観音堂〕〔資料館：観音堂〕〔行程表：観音堂〕 

２ 場所 印西市木下776付近 上町観音堂 

大森・東野原大師堂から道程約790m 

GPS座標 35.83755507485345, 140.15188381484376 

３ 由緒 天台宗 

池田776にあり天台宗で三宝院に所属し十一面

観音を本尊とする。（平成6年寺院堂庵明細表） 

観音堂内には、銅造十一面観音立像が安置され

ており江戸時代中期に結縁寺から移されたと伝えられている。（印西市観光協会ＨＰより） 

４ 御堂 大師堂の中に丸彫の御大師様が１体あり。隣に番外の大師堂がある。 

５ 境内 2つの大師堂、子安講、印西七福神(寿老人)、観音堂、上町山車蔵のほか、たくさんの 

石造物がある。 

６ 写真 （2019.06、2019.08、2023.01、2023.09撮影） 
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山車蔵（左）と観音堂（右） 

 
観音堂内部 

７ 情報  

(1) 印西大師 第30番 観音堂 御詠歌（泉倉寺本による） 

   人多く立集(たちあつま)れる一の宮 昔も今も栄ひぬるかな 

   四国八十八ヶ所 第30番 真言宗豊山派 百々山(どどさん) 東明院 善楽寺(ぜんらくじ) 写し 

(2) 銅造十一面観音立像 

像は鋳銅製で、頭と体を一度に鋳造しており、前後に合わせる鋳型を使ったものと考えられ

ます。内部は頭頂まで空洞で、銅の厚さは3～4ミリメートルです。像高50.5センチメートル、

表面は鍍金を施したようで、肩や背面の条帛が垂れ下がったところに鍍金が残っていますが、
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現状は全体に漆塗りで彩色したと思われます。十一面観音像ですが、現在、頭上

面は残っていません。木製の水瓶は後から補われたものです。 

 背面の裳に「金銅十一面観音 大空金剛（梵字） 永仁五年三月十六日」と銘

文が刻まれており、鎌倉時代の永仁5年（1297年）に造像されたことがわかりま

す。この時期の鋳銅像としては比較的大きく、鎌倉時代後期の金銅仏として重要

な作例です。毎年8月上旬に護摩焚きが行われ、開帳されます。（印西市ＨＰよ

り） 
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印西大師 番外 木下・上町観音堂

 
１ 名称 (No.030)  

２ 場所 印西市木下776付近 上町観音堂 

大森・東埜原大師堂から道程約790m 

第30番大師堂の右隣り。 

GPS座標 35.83755507485345, 140.15188381484376 

３ 由緒  

４ 御堂 大師堂の中に丸彫の御大師様が１体あ 

り。右にもう1体石像があるが御大師様ではなくお地蔵様か？ 

５ 境内 第30番大師堂、番外大師堂、子安講、印西七福神(寿老人)が並んでいる。 

６ 写真 （2023.01、2023.09撮影） 

 
大師堂 
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大師堂（左：第30番、右：番外） 
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印西七福神（寿老人） 

 

  


